
                

Ａ 世界とつながる工場 ～工業の発達とわたしたちのくらし～ 
  

１ 単元の目標  

関心・意

欲・態度 

Ａの工業生産の様子に関心を持ち，それを意欲的に調べることを通して，食を支える

Ａの工業生産の発展について関心を深めている。 

社会的な

思考・判断 

Ａの工業生産の様子から，学習の問題を見出して追究・解決し，国民生活を支えるＡ

の工業生産の意味を考え，適切に判断することができる。 

観察・資料

活用の技

能・表現 

Ａの工業生産の様子を的確に調査したり，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資

料を活用したりするとともに，調べた過程や結果を目的に応じた方法で表現することが

できる。 

社会的事象に

ついての知

識・理解 

Ａの工業生産は，国民生活を支える重要な役割を果たしていることを理解することが

できる。 

２ 単元について 

 

（１）身近な教材（地元大企業） 広島県にある自動車工場「Ｂ」，地元にある食品産業の総合企業「Ａ」

を取り上げることにより，児童が課題追究を意欲的に取り組むようにさせる。 

（２）ウエビング・ナンバリング・マッピングでの課題発見 児童が自分の興味や関心の幅を広げ，問題を

多面的に捉えるためにウエビングを用いる。その後ナンバリングや学級でのマッピングにより

追究していく課題を明確にさせておく。 

（３）調べたいことを明確にした社会見学 調べたいことを明確にして工場見学に行き，工業生産の仕

組みや従事する人々の工夫や努力に関心を持たせ，意欲的に追究させる。 

（４）調べ学習・資料の読み取りワークの家庭学習 授業時間内に考えを深め合わせるために，授業の

終わりに新たな課題を見つけるように設定し，次時の課題解決に向けての調べ学習や資料の読

み取り等を家庭学習で取り組ませる。 

（５）身近な人材（スペシャルゲスト） 工業に対して世界的な視野を持っておられ，未来への展望につ

いて話をして下さる方の話を聞き，関心を高める。 

（６）ジャストシート（読解力育成） 児童が学んだことを知識，理解に終わらせず，自分の考えを持たせ

るためにジャストシートを書かせる。シートでは，二者択一討論などで自分の立場を明確にし，

調べ学習や資料等で考えた根拠を明らかにさせる。思考のフローチャート化を図り、社会的読

解力をつける。 

 

【Ａについて】児童は「Ａ」の看板をよく目に

しているが，何をしている会社なのか知ってい

る児童はほとんどいない。アンケート調査の結

果，「Ａ」の製品を知っている児童は，３４名

中２名であった。保護者がＡで働いている児童

は１名である。「Ａ」は，毎日食べている米に

関わる製品を作っているが，本単元の前に取り

上げる自動車工場の B と違って，子どもたちの

生活の中では見えにくい製品を作っているこ

とが原因と考えられる。 
【考えを持つ】児童は資料をもとに自分の考え

を交流し合う経験をしている。しかし，考えの

根拠を明らかにできる児童は少なく，交流の中

で自分の考えを友達と比較，深化できるまでに

は至っていない。 

【概略】本単元では，我が国の工業生産につい

て，様々な工業製品が国民生活を支えているこ

とや，我が国の各種の工業生産や工業地域の分

布，また，工業生産を支える貿易や運輸の働き

について理解することをねらっている。また，

身の回りの工業製品について調べ，工業生産と

自分たちとのかかわりを身近にとらえること

を通して，我が国の工業発展について関心を深

めることをねらいとしている。 
【中心となる内容】Ａは日本初の動力式精米機

を販売した創業１１０年の歴史ある会社であ

る。現在は，米の分野，麦・とうもろこしの分

野，食品の分野，環境機械の分野，産業機械の

分野と幅広く展開している。また，製品は全世

界１４０カ国へと輸出されている。精米・製粉

業界においては「Ａ」は世界のトップブランド

であることをつかませたい。 

指導の手だて 

この単元は児童は 

平成 18 年 11 月 29 日  第５学年１組・２組 

東広島市立平岩小学校 社会科学習指導案 



３ 内容構造図

我が国の工業生産は，国民生活を支える重要な役割を果たしている。
工場は人や社会に役立つ商品を作り，利益をあげる努力や工夫をして
いる。

各種の工業生産や Ｂでは，生産者が消 「Ａ」は，米の消費
工業地域などに，我 費者の多様なニーズに 量が減少する中，エコ
が国の工業生産の特 応え，運輸や貿易の働 社会に対応したり，世
色がある。 きなどと関わりなが 界に市場を開いたり，

ら，生産を高める工夫 社会のニーズに応じた
や努力を行っている。 新商品開発や品質向上

をしたりするなど，工
（省略） 夫や努力を行ってい

る。

生産の工夫 生産の工夫 エコ社会 世界戦略 新商品開発

Ａでは，お米 Ａでは，生産 Ａでは，コ Ａでは，米世界戦略
の 栽 培 か ら 収 で生まれる，副 スト削減，新 の消費量低下
穫，精米，加工 産物や廃棄物を 規市場の拡大 の中，世の中エコ社会・新商品開発
して，消費者に 資源として有効 のために海外 のニーズに応
届けられるまで に 利 用 し て い に工場を建て じて新商品を
に必要な，すべ る。 ている。 開発し続けて
ての機械を作っ いる。
ている。

・Ａの歴史パンフ ・堆肥化施設図 ・世界３大主食 ・Ｃ

レット ・高速発酵促進機 の地図 ・加工米飯の生

・ゲストティーチ 写真 ・Ａ世界工場と 産量グラフ

ャー（Ａ広報課 ・精米時の不要物 海外拠点図 ・非常食として

の方） リサイクル図 ・インタビュー 使われた写真

（ ）Ａ広報課の方

・世界の工場の

地図

見
え
に
く
い
事
実

見
え
や
す
い
事
実



４ 指導計画及び評価規準（全８時間 本時３／８）

次 時 学 習 活 動 評 価 規 準

Ⅰ １ Ａは東広島市にある精米機の世界的な工場 地域の中に古くからあるＡの事業の全容を
であることを知り 「食品産業の総合企業」 知り，米作りや酒作りに深くかかわっている，
を目指しているわけを調べる。 ことを理解している。

なぜ，Ａは世界一の精米機の工
場なのか。

【知識・理解】
２ Ａは生産で生まれる副産物や廃棄物を資源 エコ社会をめざし，循環型社会に向けて積

として有効に利用していることを知る。 極的に企業努力していることを理解してい
る。

Ａは環境問題に対して，どの
ような取組みをしているのだ
ろう。

【知識・理解】
３ Ａは米と小麦粉とコーンという三大食品を 世界を視野に入れて，世界１４０カ国に輸

事業領域として世界市場に展開していること 出，世界精米市場を独占していることを理解
を知る。 している。

（

２

なぜ，アジアにＡの工場を多く
組

作ったのか。
本
時

【知識・理解】

）

４ 米の消費量低下の中，多様な消費形態を示 今後予想される世界的な食料不足，災害用
し，消費の拡大を目指していることを知る。 の非常食等世界的なニーズを考え商品開発に

取り組んでいることの必要性を考えている。

（

３
組 なぜ，世界一の精米機の会社
本 であるＡがＣを作っているの
時 だろう。）

【思考・判断】
５ Ａの工場見学をする。 東広島市にあるＡの工場は，様々な工場に
６ 分かれており，米作りと深く関わっているこ

とをとらえている。

Ａの工場見学をして，自分が
見つけた課題を解決しよう。

【知識・理解】
７ Ａで働いておられる人に対して，学んだこ Ａの工場で働く人に対して，学習した内容
８ とをまとめたＡ新聞を送る。 と考えたことを感謝の気持ちを込めて書いて

いる。

「世界につながる工場Ａ」を
， 。新聞にまとめて 発信しよう

【技能・表現】



５ 本時（第４時）の目標  

○ Ｃの開発を通して，工場は社会の必要に応じて消費の拡大のために努力していることについて考えること

ができる。 

６ 本時の展開 
思
考
過
程 発問・指示 予想される反応 

指導の手だて 
☆評価規準 ◎研究仮説との関わり  
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１ Ａはどんなものを作ってい

るでしょう。 
 ・精米機の写真 
 ・ライスセンターの写真 
 
 
 
２．Ｃを見て気が付いたことを

発表しましょう。 
 ・Ｃ 
 
 
 
３．Ｃを開発した理由を根拠を

明らかにしながら書きまし

ょう。（予想） 
 
 
 
４．自分の考えを確かな証拠を

もとに発表しましょう。 
 ・米の消費量のグラフ 
 ・災害時の写真 
 
 
 
 
 
 
５．Ｃの学習のまとめをしまし

ょう。 
 
 
 
 
６．３つのまとめの視点を入れ

てＣを販売するときの宣伝

の言葉を考えましょう。 
 
７．次の時間はＡの「お米の学

校」に参加しましょう。 

・世界一の精米機の工場

だな。 
・大きな精米機や家庭用

の精米機を作っている

な。 
・米に関わる機械を多く

作っている。 
・とても軽い。乾燥して

いる。非常時用とかい

てある。一人分になっ

ている。 
 
 
・非常時用と書いてある

から災害の時に食べる

ように作ったのだろ

う。 
・新製品は買う人が多い

から作った。 
 
・米をたくさん食べても

らうために作った。 
・精米機だけでは工場が

もうからないから。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

    
 

・Ａの製品を復習することで，機械を作

っていることを意識させる。 
・グラフで生産の割合を確認する。 
 
・機械の写真を示し，視覚的に作ってい 

るものを確認する。 
 
・実物を観察することによって，米を加

工したものであることを実感させる。 
 
 
 
 
◎自分の考えを明確にし，既習の内容や

資料から理由付けできるよう，プリン

トに書かせる。 
 
 
 
・自分の考えを証拠となる資料を示しな

がら発表させる。 
・友だちの考えと自分の考えを比較し質

問や反論ができるよう証拠の確認をさ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆世の中のニーズに応じて新しい商品

を開発し続けていく工場の工夫と努

力について考えている。（シート） 

①米の全部に関わるため。 

②新しい商品を作ってＡをより発展させる

ため。 

③災害が多発し，社会がもとめているた

め。 

◎影響を受けた考えを明らかにしなが

ら自分の文章を発表させるため。 

（指導者：１組 高岡紀子） 

なぜ世界一の精米機の会社であるＡがＣを作っているのだろう。 

グラフから米の消費量が減っている

から米を加工して消費を増やそうと

しているのだな。 資料の本をみると健康を考える人にとって魅力あ

る商品を作っているな。登山やキャンプにも利用

できるのだな。 

工場は他の産業とかかわり

あっている。消費者の必要に

応じて製品を作っているな。 
 

資料の写真を見ると災害

が起こったときにＣが役

立つだろうな。 



５ 本時（第３時）の目標
○ 海外にＡの工場をつくったわけを考えることを通して，市場拡大，生産コスト削減のために努

力していることについて証拠をもとに考えることができる。

６ 本時の展開
指導の手だて

発問・指示 予想される反応
☆評価規準 ◎研究仮説との関わり

つ １ 写真や地図，年表か ・大きい工場だな ・課題把握に確実につなげていくために
か ら気づいたことを発表 ・Ｂと同じようにＡも海外 海外に 「いつ ・ どこで ・ 何を」， 」 「 」 「
む しましょう。 （外国）に工場 の基本的 情報を投げかける。

を立てているんだな。 ・次々に海外工場をつくったことやアジ
・海外のＡの工場の写 アに多くあることに着目させ，課題へ

真と地図 の方向付けを図る。
・Ａ海外拠点年表

なぜ，アジアにＡの工場を多く作ったのだろうか。

２ 予想しましょう。 ・精米器や精麦器，製粉器 ・社会見学したＢも，海外に工場がある
をたくさん売るため。 ことを想起させる。

・つり合いの取れた貿易の
ため （現地雇用・原材。
料貿易）

考 ３ アジアにＡの工場を [Ａ]
え つくった理由について ・日本の米の需要は減って ・日本だけではもうからないのか考えさ
る 調べましょう。 きているので，日本だけ せ，日本の農業の問題「米の消費量の

ではもうからないから。 減少」を振り返らせる。
・アジアの米と小麦の ・米や小麦をたくさん作っ ◎自分の考えを明確にし，既習の内容や

生産量と人口分布図 ているから，精米機・精 資料から理由付けできるよう，ジャス
・タイ工場の第三国へ 麦機・製粉機がたくさん トシートに書かせる。

の輸出状況図 売れる。
・人口が多い国でたくさん ・前に学習した，教科書や資料集の自動

売ってもうけるため。 車工場の資料，自作の「Ａ資料集 （生」
・生産コストが低い。 産コストに関する表）も参考にして
・生産した機械をその国を 調べさせる。

通して早く他の国へ輸出
できる。

[それぞれの国] ・Ｂでの学習を想起させる。
・つり合いの取れた貿易

深 ４ 調べたことを，証拠 ・自分の考えを，証拠となる資料を示し
め をもとに発表しましょ ながら発表させる。
る う。

Ａ資料集では，タイは生産コストが低いから精米機

などを安く作れることがわかるね。自動車と同じよ

うに，安く作る方がもうかるね。

ま ５ ビデオでの話を聞い ☆海外工場をつくった理由か
と てまとめをし，本時の ら，世界各国との結びつき
め 感想を書きましょう。 や協力，会社発展のための
る ビデオ・インタビュー Ａの工夫や努力について考

・Ａ広報課の方 えている。 （ノート）

６ 次時の課題提示をす ・新商品の様子はどうなん ・次時への見通しや調べ学習への意欲を
る。 だろう。 持たせる。

（指導者：２組 宮丸秀文）

思
考
過
程

タイ工場の輸出状況図で，タイは他の

国に多く輸出していることがわかる

よ。生産した機械をたくさんの国で売

って利益をあげているんだな。

米と小麦の生産量を見るとインドや中国は,米や

小麦をたくさん作っているし，人口分布図を見て

もインドや中国は人口が多いから，精米機や精麦

機，製粉機がたくさん売れるんだな。

農業の学習で，米の消費量が減ってきたこ

とを学習したよね。日本だけじゃもうから

ないから海外に工場を作ったんだ。

市場を拡大し生産コストを削

減して利益をあげるために，

アジアに工場をつくったんだ

な。


